
 

 

 

河泉会 広報誌 

発行：河泉会（大阪河﨑リハビリテーション大学同窓会） 

 

第 24 号 ／ 2015 年 7 月 



 

 

 

「連携の深化と進化を！」 

 

 

 

 

 

 

 

 新緑のみぎり、河泉会会員の皆様にはいよいよ清栄のこととお慶び申し上げます。また、日頃より大

阪河﨑リハビリテーション大学の教育、研究、運営等に関して多大なるご支援ご協力をいただき厚く御

礼を申し上げます。 
 河泉会は現在約 400 名以上の会員組織（入職先領域：医療法人 56.4％、法人 25.7％、他）で支え、当

大学との連携と強化充実に努めておられます。当大学は河泉会との連携を一層深めていくためにキャリ

アセンター（前就職支援室）を置き、卒業生が大学への帰属意識を高め、また、大学の現状を知る機会

の場として大学祭の時期に合わせ「河泉会ＩＮ泉華祭」とするなど、卒業生の就職サポートなどの情報

発信を行っております。勿論、泉華祭には河泉会の方々と在校生との交流も定着しつつあります。今年

もぜひ企画をしていただき実りある行事になることを願っております。 
 さて、最近のリハビリテーション関連職種で気になることとして高齢化社会への対応が挙げられます。

現在日本では、諸外国に例をみないスピードで高齢化が進んでいます。65 歳以上の人口は 3,000 万人を

超え（国民の約 4 人に 1 人）、75 歳以上の人口割合は増加し続けると予想されています。とりわけ、団

魂の世代（約 800 万人）が 75 歳以上となる 2025 年以降は、国民の医療や介護の需要がさらに増加する

ことが見込まれます。このため国は、2025 年を目途に高齢者の尊厳の保持と自立生活支援の目的のもと、

住み慣れた地域での暮らしを支援する包括的な支援・サービスを提供する地域包括ケア体制の構築を推

し進めています。そこで活躍が期待されているのが専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）で

す。しかし、近年、介護保険での通所・訪問リハビリテーションのサービス内容に関して、様々な指摘

がされています。専門職として誇りを持ち、技術の質を落とさず凛とした態度と行動で対処していただ

きたい。 
 私は、縁あって大阪河﨑リハビリテーション大学に入職し 3 年目を迎えます。教育の奮闘はいまでも

続いております。そこには感動もあります。授業中、某学生が見せる熱心で輝いて見える視線、また、

臨床教育実習訪問指導のため、某卒業生の就職した病院を訪れた際、臨床現場で働く某卒業生と患者様

との訓練場面をさりげなく観た時、患者様と対等な立場で真剣に向き合っている姿、などです。 
 臨床総合実習を成功裡に終えた学生は変化してくる、と各教員は言います。各学生は、臨床実習病院

で実習指導していただく指導者に卒業生が担当することもあります。後輩たちに目指す療法士への道筋

を指南していただきたくお願いいたします。後輩の育成が、やがては河泉会の組織発展に貢献するもの

と確信いたします。今後とも連携の深化と進化を続けていきましょう。 
 

巻頭言 

大阪河﨑リハビリテーション大学 
作業療法学専攻 谷口 英治 



 

 

 

2014年12月21日(日)『ハンドセピラィ』、2015年3月22日(日)『摂食・嚥下障害のリハビリテーション』をテーマに、

スキルアップ･スキンシップ講座を開催致しました。今回は竹林先生、松田先生から感想を頂きましたので紹介致します。                 

●ハンドセラピィ 

医療法人大植会 葛城病院 竹林 弘平 (作業療法学専攻2期生) 

 
今回、初めて河泉会のスキルアップスキンシップ講座「ハンドセラピィ」に参加させて頂きました。ハンドセラピィは

普段私が関わる事が多く、今回は河泉会の講座ということで参加しました。内容は基礎知識から各疾患別のポイント、事

例検討と短時間でしたがとても濃い内容の講座でした。また、事例検討と合わせてグループワークもあったので違う病院

の先輩方とディスカッションすることができ、自分自身とても有意義な時間を過ごせたと思います。その中には明日から

も自身の臨床で使える知識、技術が含まれており、参加して本当によかったと思います。さらに講師、役員の方々が河﨑

生ということで質問もしやすく参加している先生方や同級生とも交流をする事ができ、とても良い機会になりました。今

回、初めての参加でしたが今後もハンドセラピィに関わらず、興味のある講座には積極的に参加させて頂きたいと思いま

した。 

   

 

●摂食・嚥下障害のリハビリテーション 
医療法人大植会 葛城病院 松田 洋平 (理学療法学科1期生) 

 
3 月のスキルアップスキンシップ講座は大阪河﨑リハビリテーション大学言語聴覚学専攻の高ノ原恭子先生をお招きし

て、嚥下障害のリハビリテーションについての講習会を行いました。 
高ノ原先生からは摂食嚥下機能の基本的な知識、嚥下の評価についてのお話をしていただき、体験として参加者全員で

ゼリーやビスケット、水といった様々な形状の物をお互いに食べさせ合うといった企画も用意してくださりました。ＰＴ・

ＯＴの参加者には食事介助の難しさを知る良い機会となったと思います。 
講演についても①摂食嚥下機能の基本・②多職種との連携・③義歯や口腔のケアの重要性を改めて認識できました。 
終始、和やかなムードの研修会で、あっという間に3時間の有益な講習会は終了しました。 

           

ススキキルルアアッッププ･･ススキキンンシシッッププ講講座座  感感想想  



 

 

 

2015年1月11日(日)、デイサービスおおしのづ 大森 崇史先生(国際PNF協会認定アシスタントインストラ

クター)をお招きし、『体幹・上肢に対する機能的アプローチ』をテーマに講演会を開催いたしました。今回は坪

井先生から感想を頂きましたので紹介致します。 

医療法人河﨑会 水間病院 リハビリテーションセンター  
坪井純子 (作業療法学専攻5期生) 

  講座では、脳機能と運動の関連など基礎知識を講義で学び、具体的なアプロー

チ方法を実技指導していただいたことで、臨床に直結する知識を得ることができ

ました。実技では十分な時間がとられ、講師の大森先生が各参加者をまわり親身

に指導してくださり、質問にも丁寧に答えてくださいました。上肢機能と姿勢に

ついての講義では、上肢機能の的確な活動を促すには、適切な脊柱のアライメン

トが必要であることを学びました。体幹筋へのアプローチを実技でしっかり学ぶ

ことができたので、実践的な技術を習得できたと感じています。河泉会の講座は、

職種の垣根を越えて学ぶことができるので、とても勉強になります。講師の先生

も丁寧に指導してくださるので、講師が他職種であっても積極的に参加すること

で、知識や技術の幅を広げるとことができると思います。今後も自身の知識と技

術の向上のため、スキルアップ・スキンシップ講座を活用させていただきたいと

思います。最後になりましたが、講師の大森先生、河泉会の役員の皆様、貴重な

講座をありがとうございました。 
 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河河泉泉会会  理理事事会会  議議事事録録  
2015 年 2 月 
H27 年度スキルアップ講座について 
・日程を調整する。 
H27 年度 総会について 
・各役員の役割の最終確認。 
送付物について 
・コスト削減のための対策を検討する。 
その他 
・次期理事への申送りの為、各役員のﾏﾆｭｱﾙを作成。 

2015 年 4 月 
H27 年度スキルアップ講座について 
・スタッフ役割の決定。 
・5 月の講座の決定。 
7 月の機関紙について 
・記事内容の確認。 
秋の講演会について 
・副会長と学術で日時、講師を検討する。 
その他 
・河泉会のマーク作成することが決定。 
・理事会は偶数月の第二木曜日、18 時半から開催。 
 

2015 年 6 月 
H27 年度スキルアップ講座について 
・10 月：講師、日時決定。  
・11 月：講師決定。日時・内容を調整。 
7 月の機関紙について          
・掲載記事の決定。 
秋の講演会について    
・講師、内容、日時決定。   
その他 
・河川会のマークを検討。 
・泉河祭の内容を 6 月中に決定。  
・河泉会広報活動の提案。 
・28 年度スキルアップ講座案を検討。 
・郵送方法を検討する。 
       

特特別別講講演演会会  感感想想  



  

 

 

  

理学療法学専攻   

 

大阪府 

浅香山病院 

医誠会病院 

和泉市立病院 

大阪医科大学 

大阪府済生会富田林病院 

葛城病院 

河崎病院 

近畿大学医学部附属病院 

市立吹田市民病院 

高石藤井病院 

辻外科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

中津病院 

永山病院 

野上病院 

羽原病院 

阪和記念病院 

ﾍﾞﾙﾋﾟｱﾉ病院 

堀病院 

耳原総合病院 

森之宮病院 

山本医院 

吉栄会病院 

淀川ｷﾘｽﾄ教病院 

 

和歌山県 

貴志川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

北出病院 

嶋本脳神経外科・内科 

西岡病院 

日本赤十字社和歌山医療ｾﾝﾀｰ 

三木町寺下整形外科 

和歌山県立医科大学附属病院 

和歌山県立医科大学ｻﾃﾗｲﾄ診療所本町 

和歌山生協病院 

 

兵庫県 

舞子台病院 

 

 

高知県 

いずみの病院 

 

福井県 

福井病院 

 

作業療法学専攻   

 

大阪府 

藍野花園病院 

浅香山病院 

大阪医科大学附属病院 

大阪ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

恵誠の里 

堺市立病院機構 

佐野記念病院 

摂南総合病院 

千里ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

永山病院 

阪和第二泉北病院 

阪南市民病院 

松原徳洲会病院 

水間病院 

南大阪病院 

吉川病院 

老人保健施設みさき 

 

和歌山県 

貴志川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

国保日高総合病院 

済生会有田病院 

和歌山県立医科大学附属病院 

 

京都府 

宇治病院 

 

三重県 

上野病院 

 

 

大分県 

湯布院病院 

 

言語聴覚学専攻  

 

大阪府 

近畿大学医学部附属病院 

高槻病院 

辻外科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

原病院 

阪和第二泉北病院 

府中病院 

 

和歌山県 

紀和病院 

和歌山県立医科大学附属病院 

 

奈良県 

平成記念病院 

 

福井県 

嶋田病院 

 

平平成成 2266 年年度度  卒卒業業生生就就職職先先一一覧覧  



 

 

 10月4日（日） 

場所：大阪河﨑ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ大学 5号館2階  

受付：9時30分 講演：10時～16時 

参加費：河泉会会員無料 、 非会員3000円 

定員：40名（同一施設からの申し込みは3名まで） 

申し込み期限：8月17日（月）～9月26日（土） 

 申し込み先・問い合わせ先：kasen_obog@yahoo.co.jp 

「「正正常常発発達達のの治治療療応応用用（（仮仮題題）） 」」  
ああささししおお診診療療所所  主主任任    

              理理学学療療法法士士  河河中中  誉誉真真氏氏  

    

 平成2７年度スキルアップ 

     スキンシップ講座 

河河泉泉会会（（大大阪阪河河﨑﨑リリハハビビリリテテーーシショョンン大大学学同同窓窓会会）） 



 

 

 

下記の方の連絡先が不明の為、郵送物等をお送りできない状態です。心当たりのある方は住所、連絡

先、または勤務先をお知らせ下さい。また、住所・勤務先を変更された方は、P8 の「住所・勤務先を変

更された方へ」をご参照の上、ご連絡して頂きますようお願い致します。 

連絡先：事務委員 田中 康文  yasufumiguitar@yahoo.co.jp まで 

理学療法学 

専門学校１期卒 四方 佑紀、川崎 久美子      専門学校 2期卒 和田 優子、平吹 理恵 

専門学校 3期卒 井平 真由美、山坂 千明、塩見 昌代 専門学校 5期卒 西沖 太成、大﨑 幸恵 

        赤井 芙未             専門学校 7期卒 寺西 かな、小山 真由美 

大学 1期卒   出嶋 久美子            大学 3期卒   大森 佳乃 

大学 5期卒   西前 拓希 

作業療法学 

専門学校１期卒  山本 由紀子            専門学校 2期卒 川村 明代 

専門学校 3期卒  花田 喜一郎           専門学校 4期卒 乕田 峰次 

専門学校 5期卒  寳来 知世                  専門学校 6期卒 連 寿実、池内 恵実 

専門学校 7期卒  松井 慎一、楠本 泰寛                             藤澤 智恵美、上山 公美加 

専門学校 9期卒  今出 朱美、藤村 志津、北橋 美沙 大学 1期卒   尾﨑 麻里、堀江 友香里 

大学 3期卒    佃 征子                     阿部 美有 

大学 4期卒    安田 有沙 

言語聴覚学 

大学１期卒    山田 みゆき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消消息息不不明明者者ににつついいてて  

〒597-0104 大阪府貝塚市水間 158 番地  Tel.072-446-6700  大阪河崎 

大阪河﨑リハビリテーション大学 
理学療法学専攻 ● 作業療法学専攻 ● 言語聴覚学専攻 

皆さま、いかがお過ごしですか。大阪河﨑リハビリテーション大学は2016 年で、

10周年という大きな節目を迎えます。 

10周年という新たな出発に際し、10年後、20年後とさらに発展していけるよう、

教職員一同、心を一つに頑張っていきたいと思います。 

お近くにいらした際は是非、皆さまの元気な姿を見せてください。 

教職員一同、心よりお待ちしております。 

皆さまのセラピストとしての更なるご活躍を願っております。 

 

2016 年 大学創立 10 周年 
河﨑学園創立 19 周年を迎えます 



勉強会の案内や卒業生が企画する勉強会・定期的な理事会などブログ
でも更新していきたいと思います。 
 

 

http://41413452.at.webry.info/ 

携帶電話では右の QR コードも使用可能です。 

 

 

 

河泉会では年2回（1月・7月）広報誌を発行しています。広報誌に掲載する記事を会員の皆様から受け付けて

います。内容・字数には制限はありませんが、主に下記の内容を考えています。河泉会活動の活性化のためにも振

るって投稿して下さい。 

 

・ 学術的な内容 

・ 紀行文 

・ 河泉会活動に対する提言または意見 

・ 勉強会案内 

・ 医療に関するトピックス 

《 連絡先 》 

本道 大地（医療法人大植会 葛城病院 リハビリテーション部 理学療法課） 

原稿の送信方法は本道まで直接メールでお願いします 

連絡先：hondai0807@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集委員 
新立 勇一（理学療法学科 9期卒）   本道 大地 （理学療法学専攻 2期卒） 

鶴井 明弘（理学療法学専攻 4期卒）  福本 竜太郎（理学療法学専攻 4期卒） 

竹林 弘平（作業療法学専攻 2期卒）  林 晃奈   (言語聴覚学専攻 4期卒) 

発行責任者 
河泉会会長：松田 洋平 

（理学療法学科 1期卒） 

河河泉泉会会のの皆皆様様へへ  

河泉会 ウェブリブログ  ×  

住所・勤務先変更されましたら、郵送物の宛先変更の手続きが必要なため、異動届けを提出して頂く必要がござ

います。下記の方法で御連絡ください。 

①大学ホームページへ移動 

②ホームページ右上 『卒業生の方へ』をクリック 

③『卒業生の方へ』のページ下にある『同窓会 「河泉会」』をクリック 

④『入会届および住所変更など異動届のお願い』に記載されている方法をご参照の上、 

メールアドレスまでご連絡ください。 


